







ニンヘン農科大学Landbouw Hoogeschool te Wageningenの教授である。
ベーゼメルが民族学者であることは本稿の記述から想像がつくが，このこ
とは『オランダ領東インド民族学簡約ハンドブック』B. Alkema and T. J. Beze-
mer eds., Beknopt handboek der volkenkunde van Nederlandsch －Indië, Haar-
lem, 1927, 583 pp.の共同編者であることにも表れている。（訳者未見）
ボルネオ一筋の民族学者だったわけではなく，ジャワのワヤンの研究者と
しても知られる〔Victoria M. Clara van Groenendael, Wayang Theatre in In-
donesia: an Annotated Bibliography, Foris, 1987: 34－35.〕。NACSIS（国立情報
学研究所の目録所在情報サービス）を検索すると，ベーゼメル（Tammo Ja-
cob Bezemer, 1869－1944）には『簡約ジャワ語文法』Beknopte Javaansche
grammatica, 5 de verbeterde druk, Zwolle : W.E.J. Tjeenk Willink, 1931, 58
pp.『新旧ジャワ文学』Proza en poëzie van Oud － en Nieuw －Java, Deventer:
翻 訳
ダヤック人（下）
Tr. by FUKAMI Sumio,
“DAJAKS”, Encyclopaedie van Nederlandsch-Indië (Ⅱ)
深 見 純 生 訳
－２７３－
Van Hoeve, n.d.（1942）, 96 pp.があり，ジャワの言語と文学に通じていたこと
がわかる。前者は少なくとも５版まで刊行されており，よく読まれたのであ
ろう。さらに『マレー文学４世紀鳥瞰』Vier eeuwen Maleische literatuur in
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例外はあるが，ｎが付加される。たとえばkayu－n jihi－n huma－n ama－ku「私
の父の家の柱の材木」。特定の場合には，３人称の代名詞の所有形によっても
所有格関係を示すことができる。またaiによってこれを強調して示すことがで
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ウンU. Panyawung，ウウット・ムルンU. Murung，ウウット・パリU. Pari，
ウウット・マハカムU. Mahakam等々の内陸の諸部族である。
オト・ダヌム族の人口はおそらく１万を数え，シュワーネル山脈の南北，
カティンガン川とその支流，マンタヤMantaya（カランKalang）川などこの
山脈に発する河川の上流部や，ミリMiriを含むカハヤン川沿い，カプアス川上
流沿い，そしてラカアットLakaat川やギランGilang川等々の支流を含むムラ
ウィMelawi（マラフイMalahui）川沿いに住む。彼らはダヌム地域でもっとも
東の大河ムルンMurung川沿いではより一層散在している。
ガジュ族とオト・ダヌム族は食人種だったという非難をとんでもないこと
と否定する。道徳的には，ガジュ族の女性司祭が同時に売春婦であるがダヌ
ム族ではそうでないという限りで，オト・ダヌム族がガジュ族より高いよう
に思われる。オト・ダヌム族では身分があり尊敬される女性も，また族長た
ちの妻も女性司祭をつとめる。またダヌム族の司祭たちは，オロ・ガジュ族
の司祭の悪評の原因となった行為を犯すことがない。まだ異教徒であるオト・
ダヌム族の宗教行為はガジュ族よりも単純で，本来の形を保っている。
刺青は両部族とも以前よりはるかに少なくなっている。オト・ダヌム族で
は若者たちはせいぜいふくらはぎに描かせるだけで，彼ら自身衣服のような
ものだと言うが，今でもやはり勇気のしるしであることは確かである。ふん
だんに刺青している人はやはり勇敢とされるのだから。かつてとくにオト・
ダヌム族で各種の刺青がたくさん見られた。
これら上流の人々の武器では，ダヌム族ではアフパンahpangとよばれるマ
ンダウmandau〔剣〕と並んで，ドホンdohongをあげるべきである。これは両
刃の短剣または長めの短剣であり，象牙の柄をもつことが多い。こうした武
器は古い家宝であって大事に保存されている。
家や村を囲む木柵は両部族ともすでに消滅している。首狩り来襲をおそれ
る必要がなくなって以来，こうした囲いはなくてよいのである。大家屋もな
くなりつつあり，ますます使われなくなっている。一層の交通と教育によっ
て，キリスト教への改宗によって知られるようになった新しい考え方が，１な
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いし２家族の家屋の必要を生み出した。部族員とともにひとつ屋根の下に住
んだ，古い，影響力のある族長たちも徐々に死に絶えていく。かくして現在
では多くの者が小さい家に家族と一緒に住み，その家には果樹を植えた庭が
ついている。
オト・ダヌム族は自分たちの高位の存在をパハタラPahataraとよぶ。彼ら
がこれについて述べることは，ガジュ族が自らのマハタラMahataraについて
述べることと大きく異なっている。言うところによると，パハタラはダヌム
族の７人の祖先を，天上から黄金の供物台パラカイpalakaiに降ろし，特定の
山々に場所を与えた。パハタラは天国に，天地のまわりに，そして雲の中に
も住む。それは陸と水と天空を作り，それから人間，多数の星，月，そして
動物たちを作った。パハタラは眠らない，すべてを知り，罰することができ
る。この上位の神の他に，オト・ダヌム族には水の精，空気の精，森の精等々
がいる。しかし彼らはパハタラとジャタJataたちやサンヤンSangyangとの関
係についてはっきり知らない。
第１巻でのべたダヤック諸部族の他に，ティンガランTinggalanの部族につ
いて述べねばならない。それはティドン地域の北部，スンバクンSembakung
川の中流と上流，スブクSebuku川の上流域に住む。人口は約１１，０００と推定さ
れ，１００軒の大家屋に住んでいる。この部族は独自の言語をもつ。
ティンガラン族は背が低く，色はかなり黒い。刺青は知らない。ダヤック
人には一般的なその他の身体欠損も彼らには見られない。男女とも両方の耳
朶に小さい穴をあけて耳飾りをする。耳飾りには色鮮やかな花がよく用いら
れる。男性は頭髪を銅製または木製の棒に巻きつける。女性は束ねずに垂ら
しているか，巻いて髷にする。若者は紐を通したビーズの首飾りで身を飾る。
娘たちがこうした装身具をつけることは同時に，若者と親密になるのを厭わ
ないことを示すものである。
家は川と並行に建てる。高さ２～３メートルの杭の上に建て，縦に３分し，
中央は幅約３メートルの通路であり，両側が室に区切られる。家屋の中央に
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は室はなく，通路はここでは建物の幅一杯を使った空間となり，これをサラッ
sala’「広間」といい，集会や祭りの場であり，また客間としても使われる。家
屋の長の室はふつうサラッの横にある。室と室の仕切りは非常に粗末である。
ティンガラン族の主食はキャッサバである。彼らは定住部族ではあるが，
稲作は意味をもたず，他のダヤック人が大事にする稲作に関わる特別な慣習
も知られていない。彼らも多少の稲を栽培するが，それは外来の客をもてな
すため，および旅行の際の簡便な携行食とするために限られている。
婚姻関係と性道徳についての彼らの考え方に基づいて判断するに，ティン
ガラン族は堕落している印象を与える。一種の条件つき結婚がある。娘の両
親が希望する婚資の一部分を〔婿側が〕支払うことから生じるのだが，より
高い価格を払う者が現れると，娘の両親はこの結婚を解消して，娘は新たな
条件つき結婚を始めるのである。こうした契約より前に，娘たちは男性と親
しい関係をもち，その男性の夜間の訪問がよろこんで許される。それはしば
しば子供の時からで，報告されているところによれば，娘たちはわざと身体
的に適するようにされるという。娘たちもこうした夜間の訪問を誇りとする
という。こうした事情にもかかわらず，子供が生まれると夫婦の関係は強く
安定的になる。
これらダヤック人は，死者を瓶，いわゆるマルタバンに入れて葬送する。
マルタバンはまず二分する。遺体は硬直する前に，マルタバンに納まるよう
に膝を高くした座位にする。マルタバンをひとつに合わせてロタンの紐でき
つく縛り，割れ目は樹脂でふさぐ。マルタバンの口は木製の蓋をする。こう
した処置をするまえに遺体が硬直してしまっていたら，通常のやり方に従う
ために四肢を切断する。宗教に関しては，ティンガラン族はマングンMangun
という名でよぶ高位の存在をもっていると報告されている。
プナン族にはまたバサップ族が含まれる。バサップ族は，おそらく１００人
に満たない，非常に小規模な部族で，タンジュンセロルTanjungsélorとタナク
ニンTanahkuningの間の地域，主にはサジャウSajau地区で移動生活をしてい
る。彼らの小屋は非常に粗末である。ピサンpisang〔バナナ〕とキャッサバを
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育てるが，この労働は定着生活への一定の傾向を示すのかもしれない。クタ
イのサンクリランSangkuliranの上流部にもバサップ族が住むらしい情報があ
る。
〔以上〕
注
３）（訳注） 巻頭（目次の後，本文の前）の地図は大判（３２×２７センチ）の多色刷り
なので，ここに転載するのに適さないのが残念である。
４）（訳注） 妻が夫の集団に入るのか逆なのか記述が矛盾している。
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